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ゆ入れた大規模恋農地が発達しと

くに馬鈴薯(メｰタイン)の名産

地として著名である.

･図幅南西部の目高累層群(ヤオロマ

ップ川層)より柱る山地を除くと

この図幅地域の大部分を占めるのは

鮮新～下部更新統の十勝累層群(長

流枝内層浅山層)を基盤とし南

から北方に向けてゆるく傾斜する

標高100～260mを示す平坦な台地で

ある.この台地は9つの地形面

に区分される.

台地を構成する更新世中期以降の堆

積物は広い分布を示す古期扇状地礫

層および新潮扇状地礫層沼ないし

湿原堆積物からなるビラオトリ層

各種段丘面を形成する砂礫層古土

壌ロｰム層降下火砕堆積物など

である.

･古期扇状地礫層としてはこの地域

のほぼ全域を埋めつくしたくされ礫

を特徴とする光地固礫層が発達して

おりまた新期扇状地礫層には札内川一幕別台地間の構

造谷を埋積した上札内I礫層がある.

5万分の1地質図幅の新刊
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この新旧扇状地礫層の堆積面である光地固面と上札内I面

以外の地形面は基本的には光地固礫層の削剥面であっ

て多くの場所で砂礫層を全く欠除し直接降下火砕堆

積物やロｰム層におおわれている.このような各地形

面にのるその地形面形成後次の地形面形成の間にそ

の面に堆積した堆積物を面堆積物と呼んでいる.
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･この図幅は著者らも参加しでおこなわれた十勝団体研究

会の17年間にわたる調査研究の成果を土台にして書かれ

たものである.

･大正地域は十勝平野のほぼ中央に位置し帯広市の南に

隣接する“火山灰地"として知られる開拓の歴史をもつ

地域である開けた平地には今では近代的農法をと

ウノレム氷期の頃に柱ると乾燥寒冷化し支笏降下軽石堆

積物1や恵庭a降下軽石堆積物の二次堆積からなる内陸古

砂丘が台地上に広く発達した.またインボリュｰシ

ョンや構造上校との周氷河現象も各所で観察される.

この図幅ではこれまで表現が省略されたり下位の砂礫

層に一括して扱われがちであった更新世中～後期の堆積物

をできるだけ地質図上に表現するため地形面堆積物を

明らかにして地質図に塗色している.これはこの図幅

の1つの新しい試みである.
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